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六
月
十
二
日
（
土
曜
日
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午
後
一
時
よ
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ミ
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テ
ィ
ン
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〈
硏
究
發
表
お
よ
び
講
演
要
旨
〉 

【
硏
究
發
表
】 

『
大
日
經
疏
』
に
お
け
る
戒
の
異
稱
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

山
尾 

宥
勝 

密
教
獨
自
の
戒
に
つ
い
て
は
、『
大
日
經
疏
』
や
『
金
剛
頂
經
』
所
說
の
「
三
昧
耶
戒
」
と
い
う
語
が
一
般
に
用
い
ら
れ
て
き
た
。

た
だ
し
『
大
日
經
』
に
は
、「
無
爲
戒
」
や
「
三
世
無
障
礙
智
戒
」
な
ど
の
語
も
見
ら
れ
、『
疏
』
に
も
詳
說
さ
れ
て
い
る
。
日
本
密

教
の
傳
統
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
密
教
戒
の
異
稱
を
「
三
昧
耶
戒
」
と
い
う
名
の
下
に
統
合
し
よ
う
と
い
う
試
み
が
な
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
試
み
は
、
密
教
戒
に
ま
つ
わ
る
種
々
相
を
理
解
す
る
上
で
、
見
失
わ
れ
て
し
ま
う
點
も
少
な
く
な
い
。
本
發

表
で
は
、『
大
日
經
疏
』
所
說
の
密
教
戒
の
異
稱
が
示
す
意
義
に
つ
い
て
、
東
密
學
匠
の
考
察
を
艷
し
て
概
觀
し
た
い
。 

 

天
觀
念
か
ら
見
る
李
贄
童
心
說
と
羅
汝
芳
の
赤
子
の
心
の
比
較 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

及
川 

伶
央 

本
發
表
で
は
、
天
觀
念
に
焦
點
を
當
て
て
李
贄
の
童
心
說
と
羅
汝
芳
の
赤
子
の
心
の
比
較
を
行
う
。
思
想
の
前
提
と
し
て
羅
汝
芳

は
天
を
設
定
す
る
。
良
知
・
赤
子
の
心
・
人
間
は
天
に
よ
っ
て
一
貫
し
て
お
り
、
そ
れ
故
に
人
間
の
生
ま
れ
な
が
ら
の
心
は
正
し
い

と
羅
汝
芳
は
說
く
。
生
ま
れ
な
が
ら
の
純
粹
な
心
で
あ
る
童
心
が
理
想
で
あ
る
と
す
る
點
に
お
い
て
李
贄
は
羅
汝
芳
と
軌
を
一
に
す

る
。
し
か
し
、
李
贄
は
童
心
の
根
據
と
し
て
天
を
持
ち
出
す
こ
と
は
し
な
い
。
兩
者
の
思
想
内
容
は
接
近
し
て
い
る
が
、
天
觀
念
に

着
目
す
る
と
決
定
的
な
差
異
が
あ
る
。
天
觀
念
を
中
心
に
し
て
兩
者
の
間
の
差
異
を
檢
討
す
る
の
が
本
發
表
の
目
的
で
あ
る
。 

 

彌
勒
・
彌
陀
信
仰
よ
り
み
る
法
華
懺
法
の
實
修
と
次
第
の
確
立 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

矢
島 

礼
迪 

平
安
期
よ
り
天
台
寺
院
や
宫
中
で
修
さ
れ
て
い
た
法
華
懺
法
は
、
智
顗
の
『
法
華
三
昧
行
法
』
を
も
と
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
『
法
華
三
昧
行
法
』
の
發
願
段
に
み
え
る
兜
率
天
へ
の
往
生
思
想
は
、
法
華
懺
法
に
な
る
と
極
楽
淨
土
へ
の
往
生
思
想
へ
と

變
化
し
て
い
る
。
兩
次
第
の
差
異
に
關
し
て
は
既
に
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
次
第
が
變
化
し
確
立
し
て
い
く
過
程
は

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
本
發
表
で
は
彌
勒
・
彌
陀
信
仰
の
觀
點
か
ら
『
法
華
三
昧
行
法
』
の
諸
本
や
註
釋
書
類
、
ま
た
實
修
に

關
す
る
記
録
を
檢
討
し
、
法
華
懺
法
の
次
第
が
確
立
し
て
い
く
過
程
を
考
察
す
る
。 

 

『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
に
お
け
る
有
漏
法
と
無
漏
法
： 

說
一
切
有
部
の
佛
身
有
漏
說
か
ら
抽
出
さ
れ
る
そ
の
發
展
の
モ
デ
ル 

 
 
 
 
 
 

 

藤
本 

庸
裕 

「
有
漏
」
（sāsrav

a

）
と
「
無
漏
」（an

āsrav
a

）
は
佛
教
に
お
い
て
重
要
な
概
念
で
あ
る
。
一
般
的
に
「
有
漏
」
は
輪
廻
的
生
存
に

属
す
る
も
の
を
、「
無
漏
」
は
涅
槃
な
ど
の
世
間
を
超
出
し
た
事
物
を
形
容
す
る
の
に
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
、
後
代
の
說
一
切
有
部

で
は
「
有
漏
」
と
「
無
漏
」
の
定
義
は
一
定
せ
ず
、
各
論
書
に
お
い
て
異
な
る
定
義
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
本
發
表
で
は
、
說
一
切

有
部
の
教
義
を
集
成
し
た
『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』
に
お
い
て
複
数
想
定
さ
れ
て
い
る
「
有
漏
」
と
「
無
漏
」
の
定
義
を
、
同
學

派
が
展
開
す
る
「
佛
の
身
体
は
有
漏
で
あ
る
」
と
い
う
佛
身
有
漏
說
か
ら
抽
出
し
、
そ
の
發
展
の
次
第
を
仮
說
と
し
て
提
示
す
る
。 

 

程
顥
、
程
頤
の
「
理
」、「
性
」、「
命
」
の
思
想―

王
安
石
の
「
性
命
之
理
」
と
の
對
立
か
ら―

 
 
 

田
村
有
見
惠 

從
来
道
學
は
王
學
と
の
對
立
か
ら
興
っ
た
學
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。そ
の
王
學
と
道
學
の
爭
點
の
一
つ
は
、王
安
石
の『
易
解
』、

『
老
子
注
』、『
莊
子
解
』、『
金
剛
經
注
』、『
華
嚴
經
解
』、『
維
摩
詰
經
注
』、『
楞
嚴
經
疏
解
』
の
著
書
（
現
在
は
大
部
分
散
逸
）
に

基
づ
く
三
教
融
合
の
「
性
命
之
理
」、「
窮
理
盡
性
以
至
於
命
」
の
說
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
發
表
で
は
、
反
王
學
、
反
佛
老

を
揭
げ
る
二
程
の
「
理
」、「
性
」、「
命
」
の
說
を
王
安
石
の
學
說
と
の
差
異
點
に
着
目
し
て
檢
討
す
る
。 

 

【
講 

 

演
】 

龍
樹
に
お
け
る
存
在
と
言
語 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

桂 

紹
隆 

般
若
經
の
空
思
想
を
繼
承
し
、
中
觀
派
形
成
の
基
礎
を
築
い
た
龍
樹
に
關
し
て
、
近
代
の
研
究
者
は
様
々
な
理
解
を
提
示
し
て
き

た
。
特
に
、「
無
自
性
・
空
」
に
よ
る
否
定
を
重
ね
た
先
に
、
龍
樹
が
な
ん
ら
か
の
存
在
を
想
定
し
て
い
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
未

だ
決
着
を
見
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
決
着
が
つ
か
な
い
問
題
か
も
し
れ
な
い
が
、
二
十
世
紀
の
論
理
學
者
タ
ー
ス
キ
ー
や
カ
ー
ナ
ッ

プ
が
提
唱
し
た
「
對
象
言
語
と
メ
タ
言
語
」
と
い
う
視
點
を
導
入
し
て
、
あ
え
て
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
。
龍
樹
の
原
典

だ
け
で
な
く
、
羅
什
譯
『
中
論
』
と
近
年
公
刋
さ
れ
た
丹
治
昭
義
氏
の
研
究
を
參
照
し
な
が
ら
、
議
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。 


